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　　獄の繍生瀦触蠣襖素の湘互の麟，嫡，融め糊係によつ職り立ち，然礪
　に種々な速度と様相を示して動いているo

　　こうし燦雑な動的の儲撒を・理謝勺tl・駅イ柚に　鵬しようとずるのは翻繍で臆い。

　　所が簾屡鰹灘活戯礪の分析に当つて，物欝で蜘されて繭勒性とい湘念髄用
　されて，立派な成果が単けられている。即ち具体的には，禰要及び供給の醐ガ幽，載は代懸の縢力惟

鰍の名称によつて・JEヒの経済発展過程の分糖硬用されてきt¢。1）

　　物騨では・此の弓勒慨戯るEE・tiコが一つの物燦力醐わつて歪枯じ鵬含，その触鵬於て，之

　を元の歌態に戻そうとする物休の性質を営うようであるが，9）理論経済単では，之は（甲）という経済

　量の相対繭変動が，醗態的領域の（乙）という経済燈に及醤せる影轡如何蓼鴛う∂）である。S）

　　今ひではイ醐に対する徽の粥コ性4）・購櫨の欄的変伽・俘うi　ee’要の繭的変化及び

鵬に対す礪要の弓勒圏湘Pち鵬の欄的変化に伸う・徽の鮒腰イ橘職敵櫛姓糸
　の国内需要を対象とし，次の意図から，計測してみようと思う。

　　從來，生糸は常識的に螢沢晶とか，或は上級磁とか爵われてき規慰爽，生糸が蟄沢晶であれば

齢麟鞠にみて・儲の櫨脳い故・その価鰍こ対銘騨の鋤機灘溜蠕融比し妖
きい・囎すれば・生紺櫨が齢噌構（或騰貴）し耀礎も・勧騨激駄嫌繍（或
　は滅少）する筈饗あるotS）

　　猫し熱鵜糠購構購麟す聯勲勲機鱒鰯榊解，即antgの勒㈱
　減辮）羅俸1つ蓬嬉鑑i糸需蘂i繍囎翻（或像減少）鋤ると霧輪瓢顯繕あG｝1

い潅篇驚嚢畿騨攣讐灘驚籔灘瓢灘禦難驚鰭縫難鞭癒捌

　　翻噸先づ蠕の鱗珊鵬耐する腰騨蠣係撚榊紺濾齢饗い。，
　　此艦糸の聯（或眸綿購の鵬）に対錨顯の螺榊鰍と鯵誠る難㈱鵬他
濡騨徽のま竣価齢とし識縮格（灘生紬購蠣㈱働が働｝モ鶴隣簾，
劒鞭量澱蜘鵬合瀦駄る需蝿の欄鮫甑㈱原駄嫡恭敵灘鵬）の欄
　駒変化で割つ拠商のことであるoT）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　櫛之顔齢求める蝋妨魂翻白勺煙髄べてみよう。　　㍉　　　’
　　　　　　　　　　　　2便格及び所ig｛t対ナる需要の弾力性係数の測定

　π般賊翻の儲棚蝿との間のネ同醐係は濡瓢線・よつて添さ描。藤時鵬灘於
撚撫蝉蜘胤それt・PESじ礪輿の顯魁が減る繍蜘こよつひ致該るとt．　一“つ
の融麟る・’　：うして騨瀦点の鋤に鵬線嫡て渤ると濡軸線緬かれる．そして普

趣齢の儲が下落すればす礪その需蝿囎加し，反対に儲が纈すれ1訟る楓勧需
蛾職少栃と嫡髄的eeaSik則1こ從つで，此蠣要曲榔「2ifhよ鮪下へ」と負に傾くので

ある・8う弧硝灘随伽魅のが需蜥雛あり燕して所締会蠕要曲鰍爾数は，こ
＊　』経済》研i嬉甲簸
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うした個入のそれの総和である◎9）

かくて，価格に対する需要の醐力性騰は，此の需要函数歓の如くにして勅れば漉らに鶴

れるのである。

今側こ蔽財0）価榊P，それに応す蠕要量をD，その価柵こ対する徽の照力性係数勧と

し，然も此のηは価格が変化するにも拘らす，常に一定であるとすれば

　　　・讐／撃｛要・｝β一・…（・）

　　　（βは常数にして，ηと等しいものと仮定する）

　　　　　・1・誓瓢β穿

　　　　之を積分すれば

　　　1菩1β嬰・β～一窒一……一・…一（・）

　　公式1讐司・9⑳＋Bにより

　　10gD瓢β10鼠P＋B－一……・一………一…・（3）

　　（13は積分の任意常数）

　　　　Bを任意の蕉数とすれば

　　10gD・＝β10gP＋10g　B……………・・……………く4）

　　　　　。°．1）＝BコPff：・・・・・・・・…　餌・・・・・・…　9…　。・…　∵・く5）

　　これ求むる典型的需要函数である♂°）

　更に式（t＄）を10gPにつのて微分すれば　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　β・舞｛｝＝ガb

　これ，こNに問題とする価格に対する需要の縢力性係数であるo

　從つて式（4）を補間公式とし，現爽の統計資料を用いて，具体的需要函数を導嵐すれば，価格に対

する鴇婁の弾力性係数は求められるのであるが，それに先立つて裸用しようとする統計資料そのもの

について吟味してみようo　　　　　　．

　何数なれば，統財表の生糸価絡と国内需翼堂とを機械的にとつて，蕊ち1こ既の公式にあてはめるわ

けに獄醐澱いからである。それば，一つには輩に需要彙と冒つても卸売晦小亮商，及び慮接浦費

渚のものがあil　）又需要価柊と書つても，央々卸亮価椿及び小売価格とがあり，コ2）二つには現婁の経

済統謙に於ける数値は，複雑な経済諸量の相互依存関係の結果を含んでいるから，需要貴及び幣翼価

格は，央々種々な條件，例えば人口，競箏財の価格，漕費者の所得及びその使い方，流行，風俗，脅

慣等の影響を受けているoそれ故出來るだけ之等條件の影響な合理的に排除して，純粋に近い数値を

求めねばならないからである。

　こSでは，国内1こ於ける生糸の需要の弊力性を問題とし弛いのであるが，此の価格及び需要量の，

薩接に調査され麗累年統計表獄ない爲に，一応次のようにして価格及び需要量を算出してみることに

する。

　（A）糸価は横浜市揚年李均現物根婁をとる。

（B）国内霰齢嚴密1・は嚇謄糸を含姻内生紬翻＋㈱㈱一｛（轍灘
額）＋㈱徽物並びに絹襯織物用聯としての生纈）｝けべきであろう・棺庁翻か
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ら自寂用生糸生産額と，楡幽絹織物及び絹紡混織物用原糸としての生糸見積額を求める事は却々困難

であるからt』昭和11年版「蚕糸要鑑」に掲載の生糸国内需要澱をとることにする。

ω）（1）之等翻の騰は，舳の便宜上総ぺてその鰍値に直し腋用する。…

　　　　（2）対象とする期間は・比較的距常な自由競孚の状態にあつた職前の大IE　1工年乃翌昭和9年

　　　　　をとる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第i巌

　　　　（8）需要童は人口塘加の影響を排除する爲に，国ft－一一人　　　　　内地rc於ける生糸総需要壷

　　　　　勤の需蝿とする・　　　　　　＿＿．≧二繋麟盤1難訟よa
　　　（‘）独厳数としての備は蒲町畑・嘩騨鑑鉱烈．蟹馨鰻）薦愈趨

樹榊一般物価囎を融聯榊嘉をと・　器
揚合と，欄儲の響をも蹴融雛生糸人絹焔　昭，，擁

麟器叢一継と・揚合と，二蹴硝次の　舞

度とし騰とする・ @　　　灘11奉搭，1，1鱒

手伽つ醗が脳肋れ・か勉とる♂・・　難

（但しPs瓢生糸糸価摺i数，1）x＝人絹糸価指数，　Pw響卸　　　　　7年

勲儲数とする・）　　　　　　　舞
〔両者の揚合の妥当性を検討する爲に，大1EU年乃璽昭　　一…一一一…
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「融」（藤細隈練要剛騨幽・轍脳砺　　一＿＿2年
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’9，535，730　　　1　　’1，4，」｝88　　　授、’
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（2）11撹需1礁簾躍132，28封彦ピとして換第すo

、生糸のみの蜘・な桝餓轍型自癩醗（Ωs＋Qr）＝A（馨）α（A嫁常数・眺

の弓勒性係数η”を磯とレ爆合の之と等し輔轍砂る。）と仮定すれば，対数式では1・9㈹・＋q，）
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一咄㎎曲とな・．そして之をb・聯…て微分すれ幣驚錨牝

　η”が求められるo

　　　されば生細搬と購な統言欄燃なして測柵・餓財の鰍翻する融の勲蘇勲
　　求め，且それと生糸のみの岬力姓係数との差を算出すれば・第13袈の如き蜘薩を得る◎

・弊轄1鐸掘羅懸難ll鞭∵讐1響羅灘墾

　計測値からは，以上のような生糸と人絹との代替闘係　穴了剛2～昭和4

の傾向がみられるが，その鎚際の様相はどのようであつ　火卸3解昭和う

tろうカ・，一瞥してみよう。　　　　　　火拙～㈱6

澱講騰魏灘う息漫灘匙躍
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－L£7

－o，99

触労鋤とを以てする近代的生麗轍であつナ・。それ燭瞼鞘の融含靴枇珂勲し轄

く汰嘘その嚇生麟離減され，その儲引下縢は醐髄捗しt・・購㈱牌より聯

沸蝋劒生麟が撒猟更に8年燦る淋は6齢の蝦がなされゐと鶴綿脇そ

の難蓼基縁灘9灘蘇。㈱嚇臓脚難姻る：とは灘
業至般の特殊性から容易でなかつナこo

第i娠謬麟地・於・・坐糸・入羅・鰭蘇　　　　㈱3祠゜賑　　一

r耀跳輩認舞糸t人雛苅論饗糸轟
　　　　　　　　　　　　　155　115　18466　　　　　　　姦89

昭悸03年鋤。G

、麟翻？幣嚢黛φ

　　　　　　　叢89，
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7訪
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…1・1・

1001，。。

！266　　　273

119　　　63

　「魅」「柳川昇r製糸粟　　慌克　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

されば「上から」の保脚あつtu・も拘ら第・図脚・繍・墾螺纏鶏罫

姓継嚇晶緻嘩の生齢に於て・　・城・　　　　　　，，

の恐瞭経灘麟鋤榊蹴P48∵粛鰍蟻人鰍噂勲脳。

人絹の逡歩に運れ，察輿第議衷の如く，生糸　　　劣

の漁費分野は人絹に侵されて行齢，国民総需　　需㌻

要量も第6及び第7図の如く，ue　fの週騨勺　要多

変動嚇る上り，下りは獅なV・fO・，　・tl2糸は覇

人絹1と沮越されて行つtt。即ちi数量的に之を　　　雪

みるke一めに次の如く計測し巽結果，26）大正11　　テ

％欄脚，“騨耐廊（…筋9緊

　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
％・’鱒＋麟燗癖燃毛廊‘ω榊孕！

　　　　　　　　　　　．／／

年乃至昭和9年の間に人絹の需要量発展は生　　　OPt〃’Z　IS　14　xet　2　39　S　S　ク8　9

糸の約4，7倍であつナこQ　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　年　　　　i奪
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〔艦綿要量の畏期変臨講をy篇叶bt　制図蘇及人繭噸禰難畷垂職勘燃
十ct2で表わし，その発展傾向指標1ゐを蒔間も　　　　　　　　　　　（｛掘｛糸　‘”…入綱）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t2oo

　此の揚合Eはtの函数にして，七の値と　　一2ee

共に変齢る・從つて，励’らt・　・D期間に　・歪”iZ－13’囎・3一
於ける聚展傾向指標の耶均を求めるために　　　　　　　　　「til　　　　　唱象

は，此の積分ZF均値をi算出しなければならなV、。

　そこで準均発展傾向指棚（E）は

磁踏孝ボlll（b＋・・t）・・儲歳伽噂な・・

　　こ」に具休的な焦糸需要蚤の畏期変動曲線（yのを偏差零麗法27）によつて求めれば

　　　y，エ＝　1535．9十35．6t十工工．7t2

　　∴貢ド詣鶴＋・・・…〕ll薫1塁・・99．・

　同様にして人絹の授期変動曲線（Y，a）は　　　　　　　　腎

　　　y，a：＝1312，8－702。7t十118，4血2

　　∴Yfu　：エ3と、〔一・・鯖欄＆蝶響95…　、　・

　　　從つて鶯2÷孟詣4．7

　即ち人絹の需要量晶展傾向は，盤糸あ約4ゴ倍の勘定となる。コ

騒に蘇の騰1謝筋融の鋤性について，その蘇轍討し痛嫡。
ます計測の便宜上・畑工聯膿昭和6年眼ける蝋謙との騰醜騒融の繭縣灘
対比してみれば・←坐糸は十1・24から十3・90にして・米は一〇li．62から・一・1．　87一である。これば所欝が酬劇増

鮒譲麟灘米の鵬に対する　力口（或繊少）するに伸つて，生糸の需難齢工’創％携

　　　　纈の塑堕　＿鱗儲加㈱・減少）し，米蠣蝿幽・分順剛
遡＿＿塵劃．＿豹、も謝（或囎力のす・購蘇して・…．…
大正12一醜43．90－・・1．1。　然し℃これは膿胃限界澱性向j，即ちE｝i　i4の微・」・な変佑

慧灘1：ll：1：1，1蚤に対す・瀬の徽饗螺囎（ta・・で購，

或醐舳に繍喝憐藷一｛巽｝で滅諜Yは
所得・Cは浩費とする。）が・通常所得の増加分の登額1ま漕費せられないで，その一部は貯蓄せられ

るものと藩え，1より小の正数にして，国民経済的にみれば略玉安定的であると恥う察と，　29）何等矛

盾渉るものではない。

　何故ならば，此の所得に対する需要の弾力性は敵述の如く，所得の増減に俘う，需要の増減の仕方

を言い，限界漕費性向はン所得増加牙の中に占める泊費の割合を言うからである。

　從つてかSる暉力性の数値とその解釈は妥当にして，生糸は此の点からしても明らかに上級品，或

は贅沢品なる魁主格をもつてV瓢ると書う毒鐸力需出來ようo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　所でE｝i得が増せば，大幅に生糸需要が増加するという此の関係も，糸価及びその他の條件が一定で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
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の如くなり，．・の解㈱ラー・・…＋幡臨その「 ﾞ認難1
欄鰍はo・32±O．　2S1で鱒・　　　　　　．縣暁曜解、、
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1撃0津
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1・，欝多
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99迄gygEi・脚え所得鋤しても・糊馨講欝辮翻翻
生糸価格が騰貴すれば，その需要澱辱大幅に滅少

し，糸価が低下して始めて，その需要澱は堀1加する　実！飾

こと輔味してV…D♂1）　　　　　憲、ls・

擁すれば論贈の顯鵬が棚しても1生難
糸は依然として螢沢晶の性柊をもち，游じ価柊が上　　数，So

昇するなら織，生糸需要の増加は期待幽來ないo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o，T　e，e　t，n　tt　t，2　t，31．官　lr　1．　if嘱7　xt

　こうし旗点からみて，生糸価格は繊來る限り低い　　　　ぬ飛ゆ檎樽陀タ腰あ癖肋粥飛係数磯

位置に安定させ弛地盤の上に於て，所偲の増加によ　　　　の符轡を樹く）

る需要のi曾加を期待することが，生糸にとつて碍策となるのではなかろうかb
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